
令和５年度の実績

 実施回数︓28 回
 対象世帯︓19 世帯
出席機関及びケース概要については
別紙のとおり

社会福祉法第106条の６で規定された会議であり、複雑化・複合化した課題を抱える世帯について、その世帯に関係する支援関
係機関の支援員が、情報共有や支援方針・役割分担の検討、 緊急性がある事案への対応等を⾏う。
本人の同意が得られない場合でも、会議の構成員に対する守秘義務を設けることで、潜在的な課題を抱えているが支援に入りづ
らい世帯に対しても、支援関係機関等が情報を共有しながら支援を検討することができる。

支援会議とは…

 支援会議を⾏い各機関で支援した結果、19世帯の
うち12世帯（約63％）が終結となった。終結して
いないケースについては、引き続き連携しながら
支援をしている。
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支援会議 出席機関
終結している世帯のうち、
３世帯の支援について
重層的支援会議で検討。

支援会議
実施ケースの
終結率
63％

くらしのまるごと相談課が直接関わっていなくても、支援関
係機関から相談があれば支援会議を実施できます。令和5年
度は２件が他機関からの要請により実施しています。

令和５年度 支援会議の実施状況について

支援機関が複数
関わるような困
難ケースでも、
支援会議を⾏う
ことで連携支援
が軌道に乗り、
半数以上が終結
へ…︕

資料１－１



本
人
・
親
族

す
ぐ
や
る
課

産
業
経
済
課

環
境
課

高
齢
者
支
援
課

障
害
福
祉
課

障
害
者
施
設
課

生
活
課

保
健
予
防
課

保
健
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
未
来
プ
ラ
ザ

児
童
相
談
所

子
ど
も
家
庭
支
援
課

教
育
セ
ン
タ
ー

区
⽴
小
・
中
学
校

警
察
署

特
別
支
援
学
校

社
会
福
祉
協
議
会

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

自
⽴
相
談
支
援
窓
口

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

病
院
（
M
S
W
）

訪
問
看
護

療
育
機
関

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
支
援
事
業
所

福
祉
作
業
所

ケ
ア
マ
ネ
・
介
護
事
業
者

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

弁
護
士

1 1 〇
本人、高齢の⽗⺟の3人世帯。
両親の介護や医療費の負担増加に伴う経済困窮で本人が精神的に不安定になり自傷⾏為がある。

保健センターがCMと連携して家庭訪問を実施し本人と関わる。
高齢者支援課・高齢者総合相談センターもCMを通じて本世帯と関わり、両親の支援方針を検討する。
自⽴相談支援事業の担当者が本人に関わっており、今後も継続支援する。

〇 〇 〇 〇 〇

2 1 〇
本人、⺟の2人世帯。収入が⺟の年⾦のみで生活に困窮しているが、生活保護受給を拒否している。
適切な介護サービスを⺟に提供できない。

CMが本人と話をするときに同⾏し本人と接触を図る。
接触が図れたら継続的に支援し、生活保護など必要なサービスにつなぐ。

〇 〇 〇 〇

3 5 〇
本人世帯（本人・夫・⻑⼥・次⼥）と義⽗⺟弟世帯で同居している。本人世帯に転居希望があるが、
⾦銭的な理由からできない。義⽗⺟から⻑⼥への暴⼒・暴⾔がある。

支援機関が多岐に渡るため、情報を共有しながら支援を⾏う。
義⽗の施設入所については高齢部⾨を中⼼に支援を⾏っていく。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4 1 〇
本人、夫の2人世帯。⻑男は別世帯で単⾝で保護受給中。⻑⼥も別世帯で夫と子の3人世帯。
⻑男が本人に⾷事作りを強要したりしている。本人は入院したが、⻑⼥にも頻繁に電話をするように
なり、⻑⼥のストレスとなっている。

本人、夫の入所・入院先は高齢部⾨を中⼼に支援を⾏う。
⻑⼥の相談先となれる部署を検討していく。
⻑男のメンタルケアは生活課を中⼼に検討する。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

5 4
本人、弟、外国籍の⺟の3人世帯と離婚した⽗（単⾝）。
本人は⺟の通訳のようになり不登校、弟は入学式しか⾏けていない。

本人、弟の支援は学校・子ども家庭支援課・障害福祉課が協⼒していく。
引き続き、NPO等の活⽤も継続する。⽗と⺟は生活課が中⼼に住まいや通院の支援を継続する。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6 1
外国籍の4人世帯。（本人・妻・⻑⼥（小学生年代）・次⼥（保育園年代））帰国を予定していた
が、妻が歩⾏困難になり帰国できなくなった。帰国予定だったため、⻑⼥は小学校への入学もしてお
らず、今後、子がヤングケアラーになる点も不安。

本人から家事支援のサービスの申し込みを⾏う。
子ども未来プラザで課題を発⾒した場合には、子ども家庭支援課に情報提供する。
⻑⼥は小学校へ入学したが、次⼥は保育園へ未入園のため入園を支援する。

〇 〇 〇

7 1 〇
本人、弟の2人世帯。2人とも⾝体障害・傷病を抱えている。今は特に弟の体調が崩れているが本人が
介助をしている状態。近隣住⺠からも生活状況が不安との話が出ている。

障害福祉課や保健センターが本人やCMに、弟が入所可能な施設などの情報を提供する。
くらしのまるごと相談課はCMと連携を取り本人との接触を図る。

〇 〇 〇 〇

8 1 〇 本人、息子の２人世帯。JKKに滞納があり自⽴相談支援窓口も連絡が取れなくなっている。
小学校で⾒守り、必要に応じて子ども家庭支援課に連携する。
自⽴相談支援窓口で、JKKに滞納状況の問い合わせを⾏い、引き続き本人への接触を図る。

〇 〇 〇

9 1 〇
本人、次⼥(愛の⼿帳4度)、三⼥の3人世帯。（⻑⼥は独⽴している）転居費⽤がないとのことで相談
に来られた。本人は小学校から中学校へモンスターペアレントとして申し送りされている。

中学校・特別支援学校で課題を把握したら、内容に応じて子ども家庭支援課・教育センター・くらし
のまるごと相談課に連携する。各機関で⾦銭⾯の相談を受けたら自⽴相談支援窓口につなぐ。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

10 1 〇
単⾝世帯。⺟が本人からのDVで支援措置制度を利⽤し避難。支援措置のせいで生活の⾄る所に支障が
出たので支援措置を認めた区が自分の思い通りの支援をすべきと主張。

課内でカスタマーハラスメントを⾏う相談者に対し対応時間の制限をするなどルールを作成する。
本人にルールを通達し、以後はルール通り対応する。

〇 〇 〇 〇

11 1 〇
本人（愛の⼿帳4度、精神2級）、⽗⺟の3人世帯と叔⽗で⼆世帯住宅に住んでいる。
本人世帯の住まいがごみ屋敷となっており叔⽗が困っている。

支援に入りづらい世帯であるため、各部署が導入できそうなサービスを検討していく。 〇 〇 〇 〇 〇

12 3
⺟、本人、弟2人の4人世帯。⺟が亡くなり、男兄弟3人が残った。本人は成人しているが、弟（次
男）は高校生、弟（三男）は中学生で知的障害がある。本人と次男がヤングケアラーになっている。

生活課から、本人たちを子ども家庭支援課や自⽴相談支援窓口につなぐ。
知的障害のある三男の支援情報は障害福祉課が提供していく。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

13 1 〇
本人、⻑男、⻑⼥（愛の⼿帳4度）の3人世帯であったが、本人が85歳で亡くなった。本世帯への支援
の振り返りと⻑男・⻑⼥の今後の支援の方向性を確認した。

⻑男の愛の⼿帳取得に向けた支援を⾏う。
他部署へ連携が必要な相談の場合は、相談を受けた部署がつなぎ支援を⾏う。

〇 〇 〇 〇 〇

14 1 〇
本人（⾝体1級）と叔⽗が叔⽗名義の都営住宅で生活していたが、他自治体で生活保護を受けている
⺟が転入してきて同居を開始。叔⽗が都営住宅の使⽤料を支払わず困っている。

⺟のことは生活保護を受けている自治体での相談を助⾔する。
今後、本人の相談は障害福祉課が中⼼的に受ける。

〇 〇

15 1
本人、⺟の2人世帯。別居の兄から相談。
ひきこもりの本人から殴られた。本人は⺟にも暴⼒をふるっている可能性がある。

⺟が高齢者総合相談センターにつながれるよう、地域包括支援センターや訪問看護が支援する。
虐待への支援は高齢者支援課が中⼼になって⾏う。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

16 1 単⾝世帯。近隣住人の騒⾳に対するクレーム。精神疾患の疑いがある。
現在支援中の機関は引き続き⾒守り、本人の変化があれば必要に応じて保健センターにつなぐ。
本人の了承が得られれば、保健センター・環境課・くらしのまるごと相談課で家庭訪問を実施する。

〇 〇 〇 〇

17 1 ⽗、⺟、兄、本人の4人世帯。本人自ら「⺟の⾸を絞めた」と110番通報してしまう。
相談支援専⾨員の協⼒を得て、障害福祉課も世帯状況を把握する。
保健センターで通院状況などを確認する。
訪問看護で世帯状況を確認し必要に応じて関係機関へ連携する。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

18 1
別世帯の本人から相談。5人世帯（義⽗・妻・⻑男・次男・三男）。義⽗が若年認知症。妻はうつ
病。⻑男は薬学部学生、次男は知的障害、三男は看護学校生。
家族の⼿続きなどを⻑男が担いヤングケアラーになっている。

病院で高齢者総合相談センターへつなぐ。併せて、訪問看護の活⽤につき検討する。
高齢者支援課で後⾒制度の活⽤を支援する。自⽴相談支援窓口で家計の⾒直し支援を⾏う。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

19 1 〇
本人、妻、息子の3人世帯。本人の退院に向けて介護サービスを調整したいが、息子の家計管理がず
さんでお⾦がない。家計改善など各機関の役割分担を⾏う。

本人の退院前に各支援機関が⾯談できるようMSWが調整する。
退院後の介護サービスの組み⽴てはCM中⼼に⾏うが、高齢者総合相談センターもサポートする。
社会福祉協議会の訪問支援事業の活⽤を検討する。

〇 〇 〇 〇 〇

計 28回 12件 2 1 1 1 8 9 1 4 1 10 1 1 6 1 3 1 3 1 9 9 1 3 3 1 2 2 1 10 1 1

プラン内容
※複数回実施しているケースは最終回のプランを記載

支援会議出席機関
令和５年度支援会議実施状況

No
実施
回数
(R5)

終結
※
R6.9
時点

世帯概要

別紙


